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2……住宅用火災警報器の取り換え、公共施設の使用料などの改定
3～6……議会だより
7……ひまわり　　8……２月の二次救急実施病院
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※その他、ケガによる多量出血、骨折、やけど、普段と様子が違う、
　体を動かせず救急車以外で搬送できないなどの場合

　①　意識がない（呼びかけ、体に触れても気がつかない）
　②　胸や呼吸が苦しい（急な胸の痛み、呼吸困難）　
　③　頭痛が激しい（経験したことのない激しい痛み）
   ④　動き・話しづらい（身体の麻

ま ひ

痺や言語障害がある）

人口と世帯数 人口 79,926 人（－ 68人 )　　男 38,582 人 （－ 23人）　女 41,344 人（ － 45人）　世帯数 33,551 世帯（－ 18 世帯）　
1 月 1日現在　（　）は前月比

お
願
い
し
ま
す

　軽症
1,657 人

中等症
1,142 人

重症
399人

死亡　74人未確定 4 人

総搬送人員
3,276 人

救
急
車
の
適
正
利
用
を 名張消防署 救急室

三
み つ こ う ち

河内 伸一郎

救
急
車
の
出
場
件
数
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
救
急
車
を
要
請
し
た

人
の
約
半
数
は
入
院
の
必
要
が
な
い
軽

症
者
で
し
た
。　

市
に
は
４
台
の
救
急
車
が
あ
り
ま
す

が
、
全
て
の
救
急
車
が
出
場
し
て
い
る

場
合
も
増
え
て
い
ま
す
。
要
請
が
重
な

る
と
、
別
の
消
防
署
の
救
急
隊
が
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
、
現
場
へ
の
到
着
が

遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
状
況
で
は

事
故
に
よ
る
大
け
が
や
心
筋
梗
塞
、
脳

梗
塞
と
い
っ
た
直
ち
に
病
院
へ
搬
送
す

る
必
要
が
あ
る
人
へ
の
救
急
車
の
到
着

が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

軽
い
症
状
の
場
合
に
は
、
本
当
に
救

急
車
を
呼
ぶ
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
を

考
え
て
く
だ
さ
い
。
緊
急
性
が
無
く
自

分
で
病
院
に
行
け
る
場
合
は
、
救
急
車

以
外
の
交
通
機
関
な
ど
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば

良
い
の
か
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
三
重

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（

64
‐
１
１
９
９
）
が
24
時

間
体
制
で
受
診
可
能
な
医
療
機
関
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

傷
病
者
の
様
子
か
ら
急
い
で
病
院
へ

連
れ
て
行
っ
た
ほ
う
が
良
い
と
思
っ
た

と
き
や
、
救
急
車
以
外
に
搬
送
の
手
段

が
無
い
場
合
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
通

報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

本
当
に
必
要
な
人
が
救
急
車
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
中
の
救
急
出
場
件
数
は
３
４
２
４
件
で
、
平
成
24
年
か
ら
５
年
連
続

で
年
間
３
０
０
０
件
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
１
日
あ
た
り
平
均
で
約
９

件
の
救
急
出
場
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
搬
送
人
員
は
全
体
で
前
年
よ
り
１
０
３
人
増
加
し
３
２
７
６
人
。

そ
の
う
ち
「
軽
症
者
」
は
約
50
％
で
し
た
。

　
緊
急
性
の
高
い
傷
病
者
を
少
し
で
も
早
く
病
院
へ
搬
送
す
る
た
め
に
、
救

急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

救急搬送人員のうち、約半分が軽症

　平成 28 年中に救急車で搬送
された人数は3,276 人。このう
ち約半分に当たる1,650人が軽
症でした。
　軽症かどうかの判断が難しい場
合もありますが、安易に救急車を
呼ぶケースも見受けられます。

火災発生状況

救急出場状況
　種別
出場件数
搬送人員

急病　
2,282 件
2,149 人

火災　
0件
0人

水難事故
0件
0人

交通事故
19件
12人

その他 
33 件
24人

合計　
52件
36人

466 件
437 人

交通　
249件
287 人

その他  
427 件
403 人

合計　
3,424 件
3,276 人

救助出動状況
　種別
出動件数
救助人員

建物火災
6件

林野火災
0件

車両火災
3件

その他火災
3件

合　　計
12件

※その他とは機械による事故、自損行為などです。

※その他とは転院搬送、労働災害などです。

※その他火災とは建物・林野・車両・船舶・航空機火災
   以外の火災です。

一般負傷

火災発生状況

救急出場状況
　種別
出場件数
搬送人員

急病　
2,282 件
2,149 人

火災　
0件
0人

水難事故
0件
0人

交通事故
19件
12人

その他 
33 件
24人

合計　
52件
36人

466 件
437 人

交通　
249件
287 人

その他  
427 件
403 人

合計　
3,424 件
3,276 人

救助出動状況
　種別
出動件数
救助人員

建物火災
6件

林野火災
0件

車両火災
3件

その他火災
3件

合　　計
12件

※その他とは機械による事故、自損行為などです。

※その他とは転院搬送、労働災害などです。

※その他火災とは建物・林野・車両・船舶・航空機火災
   以外の火災です。

一般負傷

救急出場件数は3,000件を超える

平成 28年救助・救急件数

　救急出場件数の内訳は、急病が2,282件と最も多く、次いで一般負
傷の466件、転院搬送の313件、交通事故の249件です。
　平成28年中の救助活動は52件出動し前年と比較すると12件
増加し、36人を救助しました。

■ 救急車は次のような場合に呼んでください

の

救
急
車
適
正
利
用
を

平
成
28
年 

傷
病
程
度
別
搬
送
人
数



■ 施設使用料の適正化見直し方法
　施設の維持などに係る経費を算出し、
施設の性質ごとに分類した公費負担と
利用者の負担割合を反映しました。ま
た、利用者の負担の急激な増加を避け
るなど、緩和措置を行っています。

■ 手数料などの適正化見直し方法
　法令などで定められているものを除き、県内・近隣自治体の状況
などを参考にしました。

2017 年（平成 29年）1月 25日号　2

固定資産税（第4期）、国民健康保険税（第8期）2月の納税 （納期限…平成29年2月28日火） 　収納室　  63‐7439

100㎡以上150
㎡未満の部屋　
150㎡以上200
㎡未満の部屋　
会議室1
会議室2
入場料の徴収なし
スポーツ目的の利用
競技場
※入場料の徴収
なし、スポーツ
目的で、アマ
チュアスポーツ
が利用する場合

競技場（一般公開
日の個人使用）

卓球室(1人につき)
トレーニング室
※高校生以上　
一般個人（1回）
※3時間以内の
場合
小動物（合同）
小動物（個別）

現行
料金
400

500

400
400
1,000
1,000
3,000

100

100
200

2,000

3,000
6,000

改定
料金
500

600

600
500
1,200
1,500
3,500

120

150
300

3,000

4,500
9,000

各市民センター

　　 市民情報交流センター

市民野球場
市民陸上競技場

総合体育館

リバーナホール

斎場　※10kg以上
30kg未満の場合

施設名 区分・種別など 担当室・
問い合わせ先

地域経営室
　 63‐7484

市民スポーツ室
　 63‐7100

商工経済室
　 63‐7824
環境対策室
　 63‐7492

公共施設の使用料や手数料を 4月から改定します

　受益者負担の適正化を図るため、平成 29年 4月 1日から一部施設の
使用料および一部手数料などを改定します。

市税の督促手数料
国民健康保険税の督促手数料
原付や小型特殊自動車の標識弁償金
市税外収入金の督促手数料
応急診療所における証明書の交
付手数料（簡易）
同上（その他）
後期高齢者医療保険料の督促手
数料

介護保険料の督促手数料

手数料などの種類又は名称 現行料金→改定料金

収納室 　  63‐7439
　課税室 　　63‐7429

総務室 　　63‐7310

医療福祉総務室
63‐7579

保険年金室 
63‐7105

介護・高齢支援室
63‐7599

1通につき 50円→100円
    　　　1件につき 100円→300円
1通につき 50円→100円

1件につき 200円→300円

(新規)１件につき1,000円

1通につき50円→100円

1通につき50円→100円

担当室・
問い合わせ先

 公共施設の使用料の主な改定内容（概要）

　行政改革推進室　  63‐7302

 手数料などの主な改定内容（概要）

■ 施設使用料の適正化見直し方法
施設の維持などに係る経費を算出し、
施設の性質ごとに分類した公費負担と
利用者の負担割合を反映しました。ま
た、利用者の負担の急激な増加を避け
るなど、緩和措置を行っています。

■ 手数料などの適正化見直し方法
　法令などで定められているものを除き、県内・近隣自治体の状況
などを参考にしました。

   消防本部予防室　  63‐1412

住宅用火災警報器 10年経ったらとりカエル

　上記の料金は、主に昼間の料金であり、夜間の料金についても改定を行って
います。また、入場料の有無・利用目的・学校か一般か・市内外の別などによっ
ても料金が異なります。詳しくは、担当室へお問い合わせください。
　この他、比奈知児童館、一ノ井児童館、比奈知文化センター、一ノ井老人福
祉センター、一ノ井市民センター、一ノ井教育集会所、比奈知教育集会所、百々
教育集会所について「市長が必要と認めるとき」の料金を改定しています。（担
当室 人権・男女共同参画推進室　  63‐7523）

火災が発生しやすい季節です。家庭でも備えを！

　住宅用火災警報器は、全ての住宅に設置が義務付けられ
ています。しかし、設置しただけでは安心できません。な
ぜなら、住宅用火災警報器には「寿命」があるからです。
　住宅用火災警報器は、古くなると、電子部品の寿命
や、電池切れなどが発生する可能性があります。古くな
ったものをそのまま設置し続けると、火災を感知しなく
なるおそれがあるため、大変危険です。
　取り換えの目安は10年です。市では、新築住宅への設
置が平成18年６月１日から義務付けられていますので、
設置から10年が経過するご家庭については、ぜひ、取り

換えをお願いします。設置時期を調べるには、火災警報器本体に記載されてい
る「設置年月」、または「製造年」を確認してください。
　最近では、１つの感知器が作動すると、そのほかの部屋に設置されている感知器
も連動して作動する、「連動型」という感知器も販売されて
います。取り換える際には、より安心な「連動型」の設置を
お勧めします。また、定期的に動作確認をして、いざとい
うときのために警報音を聞いておく事も重要です。
 【10年経ったらとりカエル】
我が家と家族を守る基本です。交換・点検をお願いします。

消防本部予防室
竹森 康介

平成 28年 火災発生件数

　平成28年中の火災件数は12件で、前年から4件減
となりました。約１か月に1件の割合で火災が発生し
たことになります。
　出火原因では、「たき火」などの屋外での不注意によ
る火災が3件、その他「線香」などで火災が発生しまし、
火災による死者は0人、負傷者は3人発生しました。

火災発生状況

救急出場状況
　種別
出場件数
搬送人員

急病　
2,282 件
2,149 人

火災　
0件
0人

水難事故
0件
0人

交通事故
19件
12人

その他 
33 件
24人

合計　
52件
36人

466 件
437 人

交通　
249件
287 人

その他  
427 件
403 人

合計　
3,424 件
3,276 人

救助出動状況
　種別
出動件数
救助人員

建物火災
6件

林野火災
0件

車両火災
3件

その他火災
3件

合　　計
12件

※その他とは機械による事故、自損行為などです。

※その他とは転院搬送、労働災害などです。

※その他火災とは建物・林野・車両・船舶・航空機火災
   以外の火災です。

一般負傷

マスコットキャラクター
　　　とりカエル君



◎議会報告会の報告書は名張市議会 HP に順次掲載していきます。

なばり市議会だより₃　2017 年（平成 29 年）1 月 25 日号

No.

83

議員報酬・議員定数・政務活動費、小中一貫教育、
小・中学校統廃合、いじめ問題、待機児童対策、
少子高齢化・人口減少対策、空き家対策、防災対策、
観光客誘致や観光資源活用、市立病院の経営状
況、有害鳥獣対策、市内道路の維持管理、コミ
ュニティバス、ゴミの分別の周知、上下水道の維
持管理　など

　市民の皆さまにおかれましては、健やかに新年をお迎
えのことと、心よりお慶び申し上げます。
　また日頃より、市議会に対しご理解とご協力を賜り、
心から感謝申し上げます。
　昨年、12 月定例会において名張市議会は議員提案の５つ
目の条例となる『「食べてだあこ」名張のお菓子でおもてな
し条例』を全会一致で可決しました。今後も、おもてなしの
心を大切にしながら、お菓子の文化および産業の振興を図る
取組みが次世代に引き継がれていくことを期待しています。

　さて本年は、市はもとより国・県においても新たな事業
が予定され、計画の具体案が示される節目の年となります。
　議会としても幅広い課題や新たな動きに対応する必要
があり、専門性や、より一層の活性化が求められている
ことから、議会基本条例に準ずる条例の制定や通年議会
導入の検討、政務活動費の領収書を名張市議会 HP で公
開するなどの議会改革に努めてまいります。
　市民の皆さまにおかれましては、名張市議会に対する
変わらぬご理解とご協力を賜りますとともに、ご健勝で
ご活躍されますことをお祈りし、年頭のご挨拶とさせて
いただきます。

編集／議会広報特別委員会　発行／名張市議会 ● 三重県名張市鴻之台1‐1   63‐7834   64‐8870 gikai@city.nabari.mie.jp

なばり市議会だより
平成29年1月

市議会の動きをコンパクトにまとめてお伝えします。今号は　　　　　　　　　　　　　　の定例会をクローズアップ6 月    9 月   12 月　3 月

名張市議会議長

細矢 一宏

議
会
報
告
会
を
実
施

参
加
者
の
皆
さ
ま
か
ら
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
11
月
５
日
か
ら
12
月
16
日
の
間
、
市
内

の
15
地
域
に
お
い
て
議
会
報
告
会
を
開
催

し
、
計
２
３
２
人
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
地
域
の
皆
さ
ま
に

は
開
催
に
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
会
で
は
９
月
定
例
会
の
審

議
内
容
の
報
告
の
後
、
懇
談
を
行
い
、

各
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
市
議
会
や

市
政
、
各
地
域
で
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
、
幅
広
い
ご
意
見
と
ご
質
問
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
市
議
会
へ
は「
議
員
報
酬・議
員
定
数・

11 月 16 日　薦原市民センター

11 月 27 日　名張市民センター

11 月 23 日　つつじが丘市民センター

11 月 29 日　すずらん台市民センター

新年のごあいさつ

政
務
活
動
費
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
」「
小
・
中
学
校
の
統
廃
合
な
ど

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
」「
待
機
児
童

対
策
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
」「
人
口
減

少
対
策
は
ど
う
し
て
い
く
の
か
」「
防
災

対
策
の
充
実
を
求
め
る
」
な
ど
の
ご
意

見
・
ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は

今
後
の
議
会
活
動
や
市
政
へ
の
提
言
な

ど
に
生
か
し
、
今
後
も
議
会
報
告
会
を

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　■ 市政に対してのご意見
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AQ＆ 8 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。
掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、編集しています。

一般質問

● 

産
業
・
ま
ち
づ
く
り

防
災
対
策
と
し
て
、
市
民
の

生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を

守
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

る
名
張
市
地
域
防
災
計
画
は
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
な
い
た
め
市
民
は

知
ら
な
い
。
こ
の
計
画
に
自

助
・
共
助
の
考
え
方
を
明
記

す
る
よ
う
改
善
す
べ
き
だ
。

命
を
守
る
防
災
計
画
に

Q市
民
の
責
務
と
し
て
、「
自
ら

の
命
は
自
ら
守
る
」
と
い
う
防

災
の
原
点
に
立
ち
、
自
助
・
共

助
の
部
分
に
つ
い
て
、
市
民
や

自
主
防
災
組
織
が
防
災
力
向
上

を
図
れ
る
よ
う
、
市
民
に
分
か

り
や
す
く
表
現
し
た
も
の
に
見

直
す
。
な
お
、
見
直
し
に
あ
た

っ
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
市
民
か
ら
幅
広

い
意
見
を
い
た
だ
き
、
地
域
防

災
計
画
に
反
映
さ
せ
る
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
情
報
を
発
信

し
て
知
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し

た
い
。 市

民
に
知
っ
て
も
ら
う

A

名
張
市
の
人
口
は
８
万
人
を
切

っ
た
。
二
世
代
・
三
世
代
の
居

住
を
促
し
、暮
ら
す
ま
ち
〝
名
張
〞

を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
名
張
で

育
っ
た
若
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
、
子

育
て
世
代
の
Ⅰ
タ
ー
ン
を
増
や

す
た
め
伊
賀
や
大
阪
へ
の
通
勤

通
学
環
境
の
整
備
、
産
み
育
て

る
環
境
作
り
を
望
む
。

通
勤
通
学
環
境
の
整
備

Q国
道
３
６
８
号
の
４
車
線
化
は

早
期
実
現
に
向
け
て
、
国
・
県

に
要
望
を
続
け
て
い
く
。
ま
た
、

近
鉄
電
車
で
の
快
適
な
通
勤
通

学
は
近
鉄
に
働
き
か
け
て
い
く
。

暮
ら
す
ま
ち〝
名
張
〞に
向
け
て
、

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
」「
新
・
理
想
郷
プ
ラ
ン
」

に
沿
っ
て
進
め
て
い
く
。

新
理
想
郷
プ
ラ
ン
で

A

依
然
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
我
々
議
員
に
対
し
て
要
望
・

陳
情
が
多
い
の
は
、
街
路
樹
の

剪せ
ん
て
い定
お
よ
び
伐
採
な
ど
の
道
路

維
持
関
連
の
案
件
で
あ
る
。
行

政
に
は
予
算
の
拡
充
と
同
時
に
、

仕
事
の
工
夫
や
思
い
切
っ
た
施

策
方
針
の
転
換
が
必
要
で
は
な

い
の
か
。

道
路
維
持
管
理
は

Q道
路
維
持
管
理
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
要
望
や
苦
情
が
多
い
。
予
防

対
策
を
優
先
に
進
め
る
の
が
一

般
的
に
効
率
が
良
い
と
さ
れ
て

い
る
が
、
今
後
は
、
公
共
施
設

全
体
の
維
持
管
理
の
観
点
か
ら

仕
事
の
優
先
順
位
な
ど
を
含
め

検
討
し
見
直
し
て
い
き
た
い
。

優
先
順
位
な
ど
検
討

A

● 

消
防
・
防
災

県
は
、
消
防
広
域
化
の
効
果
や

メ
リ
ッ
ト
が
具
体
的
に
期
待
さ

れ
る
地
域
と
し
て
名
張
市
・
伊

賀
市
を
指
定
し
た
。
平
成
26
年

７
月
に
、
市
長
は
30
年
４
月
の

伊
賀
ブ
ロ
ッ
ク
消
防
広
域
化
を

目
指
し
、
両
市
で
具
体
の
協
議

を
進
め
る
と
表
明
し
た
。
そ
の

後
の
進
捗
は
。

消
防
の
広
域
化

Q27
年
度
の
後
半
以
降
、
両
市
で

の
具
体
の
協
議
を
行
う
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
国
・
県
が
示
す

期
限
ま
で
残
り
わ
ず
か
で
あ
り
、

今
後
も
国
や
県
の
動
向
を
注
視

し
つ
つ
、
地
域
医
療
体
制
の
確

立
に
向
け
た
取
組
み
と
と
も
に
、

広
域
化
の
実
現
に
向
け
た
両
市

で
の
協
議
を
継
続
し
た
い
。

両
市
で
の
協
議
を
継
続

A 森
岡 

秀
之 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

川
合 

滋 

議
員

喜
働
（
き
ど
う
）

幸
松 

孝
太
郎 

議
員

心
風
会

森
脇 

和
德 

議
員

心
風
会

　
12
月
定
例
会（
第
３
７
３
回
）は
、

12
月
２
日
開
会
、
12
月
20
日
閉
会

の
19
日
間
の
日
程
で
行
い
ま
し
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
改
正
11

件
、
一
般
議
案
３
件
、
平
成
28
年
度
一

般
会
計
・
特
別
会
計
の
補
正
予
算
５

件
、
条
例
制
定
や
意
見
書
提
出
に
か
か

る
議
員
提
出
議
案
２
件
で
す
。
こ
れ
ら

の
議
案
は
本
会
議
・
常
任
委
員
会
で
審

議
し
、
21
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
３

日
間
の
一
般
質
問
で
は
、
８
議
員
が
登

壇
し
市
政
全
般
に
わ
た
る
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

補
正
予
算

 

補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
で
５
億 

２
９
１
０
万
円
の
増
額
補
正
を
行
い
、

補
正
後
の
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

総
額
は
、
２
７
１
億
６
１
１
０
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
で
は
９
７
０
３
万
円

の
増
額
、
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は

６
９
３
万
円
の
増
額
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
で
は
29
万
円
の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
28
年
12
月
定
例
会
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● 

福
祉
・
子
育
て

AQ＆ 質問その他

小
・
中
学
校
の
規
模
配
置
の
適

正
化
後
期
実
施
計
画
の
実
施
に

つ
い
て
、
現
在
地
域
に
説
明
に

入
っ
て
い
る
。
教
育
行
政
推
進

の
た
め
重
要
な
点
と
し
て
「
財

政
」「
子
ど
も
の
教
育
環
境
」「
子

ど
も
の
安
全
」
が
あ
る
。
こ
の

中
で
ど
れ
が
一
番
重
要
と
考
え

る
か
。 教

育
行
政
は
何
が
重
要

Q子
ど
も
の
安
全
が
一
番
重
要
と

考
え
る
。
と
り
わ
け
生
命
・
身

体
の
安
全
性
の
確
保
に
は
留
意

し
て
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
教

育
環
境
整
備
に
お
い
て
は
、
当

然
な
が
ら
学
習
者
の
基
点
に
立

っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

子
ど
も
の
安
全
が
重
要

A

現
在
、
名
張
市
の
農
業
は
、
耕

作
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足

が
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
そ
の

結
果
と
し
て
耕
作
放
棄
地
が
拡

大
し
て
い
る
。
そ
の
発
生
防
止
、

解
消
の
対
策
を
問
う
。

耕
作
放
棄
地
対
策
は

Q平
成
27
年
度
末
現
在
、
本
市
の

耕
作
放
棄
地
の
面
積
は
28
・
７

ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
。
全
体
の
約

３・
３
％
で
あ
り
増
加
傾
向
に
あ

る
。「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
計
画

を
策
定
し
、
市
内
３
地
区
の
地

域
別
計
画
の
支
援
を
し
て
い
る
。

国
に
よ
る
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
制
度
や
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
制
度
を
活
用
し
、

農
地
の
保
全
・
再
生
・
営
農
活

動
支
援
な
ど
、
発
生
防
止
に
努

め
て
い
る
。
今
後
も
、
国
や
県

の
制
度
を
活
用
し
、
積
極
的
に

取
り
組
む
。

国
や
県
の
制
度
を
活
用

A

小
中
一
貫
教
育
を
、
小
学
校
と

中
学
校
の
併
設
型
で
実
施
予
定

で
あ
れ
ば
、
提
案
さ
れ
て
い
る

（
仮
称
）
桔
梗
学
園
を
４・
５
制

に
す
る
必
要
性
は
な
い
。
学
校

は
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
で

あ
り
、
地
域
と
つ
な
が
り
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
守
っ

て
き
た
。
小
中
一
貫
教
育
は
急

が
ず
、
現
状
維
持
で
、
住
民
と

と
も
に
名
張
市
の
教
育
の
充
実

に
取
り
組
む
よ
う
求
め
る
。
ま

た
、
将
来
中
学
校
単
位
で
、
施

設
一
体
型
を
目
指
す
の
か
。

小
中
一
貫
統
廃
合

Q桔
梗
学
園
に
つ
い
て
は
、
柔
軟

に
話
し
合
っ
て
い
く
。
施
設
一

体
型
に
つ
い
て
は
将
来
的
に
は

目
指
し
て
い
き
た
い
。

柔
軟
に
話
し
合
う

A

市
は
、
生
活
保
護
受
給
者
の
生

活
の
安
定
を
目
的
と
し
た
就
労

支
援
な
ど
行
っ
て
い
る
が
、
増

額
補
正
の
要
因
に
つ
い
て
問
う
。

生
活
保
護
事
業

Q平
成
28
年
11
月
末
現
在
、
保
護

世
帯
４
３
１
世
帯
で
前
年
度
よ

り
13
世
帯
増
と
な
っ
た
こ
と
に

加
え
、
医
療
機
関
へ
か
か
る
回

数
や
、
傷
病
の
重
症
化
に
よ
る

入
院
な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
が

要
因
で
あ
る
。
就
労
支
援
と
し

て
支
援
員
２
人
を
配
置
し
、
ス

キ
ル
に
応
じ
た
面
接
指
導
、
就

労
体
験
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
も
見
守
り
を
通
し
、
生
活
保

護
受
給
か
ら
の
脱
却
を
図
り
生

活
基
盤
の
安
定
に
つ
な
げ
る
。

生
活
基
盤
の
安
定

A

柏 

元
三 

議
員

改
新

三
原 

淳
子 

議
員

日
本
共
産
党

吉
住 

美
智
子 

議
員

公
明
党

𠮷
田 
正
己 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

市
は
、
平
成
28
年
３
月
に
「
障

害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
を
制
定
し
た
。
目
的
は
、

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
市
民

の
理
解
を
深
め
、
差
別
を
な
く

す
共
生
社
会
の
実
現
で
あ
る
。

働
く
障
害
者
の
賃
金
向
上
と
社

会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、

障
害
者
福
祉
施
設
な
ど
の
物
品

販
売
を
市
役
所
内
で
も
で
き
な

い
か
。 福

祉
施
設
の
物
品
販
売

Q市
内
に
お
け
る
障
害
者
福
祉
施

設
な
ど
の
物
品
販
売
に
つ
い
て

は
、
と
れ
た
て
名
張
交
流
館
・

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
・

イ
オ
ン
名
張
店
３
階
福
祉
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
実
施

し
て
い
る
。
市
役
所
内
の
物
品

販
売
も
研
究
、
調
査
し
進
め
る
。

市
役
所
内
の
販
売
検
討

A 富
田 

真
由
美 

議
員

公
明
党

● 

産
業
・
ま
ち
づ
く
り

とれたて名張交流館の販売ブース

● 

補
正
予
算
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▼市議会議員及び市長の選挙における選挙運動用自動車の使用の公営に関する条例等の一部改正　▼職員定数条例の一部改正　▼職員の退
職手当に関する条例の一部改正　▼市税条例の一部改正　▼国民健康保険税条例の一部改正　▼市立看護専門学校設置条例の一部改正　▼
市道路線の認定（２件）　▼平成28年度一般会計補正予算（第３号）　▼平成28年度公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）　▼平
成28年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）　▼平成28年度介護保険特別会計補正予算（第２号）　▼平成28年度後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号）　▼一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正　▼市民陸上競技場改修工事請負変更契約の締結　
▼(議員提出議案)「食べてだあこ」名張のお菓子でおもてなし条例の制定　▼(議員提出議案)ホームドアの設置と「内方線付き点状ブロッ
ク」の整備促進を求める意見書の提出

①…▼使用料、手数料等の適正化のための見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定
②…▼農業協同組合法等の一部を改正する等の法律による農業委員会等に関する法律の一部改正に伴う関係条例の整備等に関す
　　　る条例の制定　▼職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改正　▼職員の給与に関する条例の一部改正

表決が
分かれた
議案

豊
岡

※議長は採決に加わりません。　○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員。　

浦
﨑

森
脇

三
原

阪
本

足
立 柏川

合
富
田
吉
住

永
岡

田
北

常
俊
森
岡

山
下

柳
生

幸
松

会派 改新 心風会日本共産党 公明党 清風クラブ

× ○ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯×

議
員
名

喜働
𠮷
田

○① ◯ ○
② ◯ ◯ ◯ ◯○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○

×
× ×

福
田
◯
○

（議長は採決には加わりません。〇は賛成した議員、× は賛成しなかった議員）

第 373 回定例会　審議結果

3月3月3月
  2月28日火
3月  3日金

6日月
7日火
8日水
9日木

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算
当初予算

10日金
13日月
14日火
15日水
16日木
17日金
23日木

予算特別委員会（総務企画）
予算特別委員会（教育民生）
予算特別委員会（産業建設）
総務企画委員会
教育民生委員会　　
産業建設委員会
採決

開会時間は午前10時からです。ぜひ、傍聴にお越しください。
全ての本会議（委員会を除く）が CATV で生中継されます。

議会の日程　  ※予定を変更する場合があります。

　各定例会の開会から閉会まで、本会
議の全日程がＣＡＴＶ（アドバンスコープ
203ch）で生中継されています。
　また、生中継を見られなかった人も、
インターネットで録画配信をご覧いただ
けます（おおむね 1週間後の配信）。

「議会録画中継」 パソコンでも！スマホでも！

　議会録画中継をご覧いただくには、名張市議会ホームページ（市ホームページ
から名張市議会をクリック）の左上バナーをクリックしてください。

ご意見・ご要望をお待ちしています
 議会広報特別委員会（議会事務局 63‐7834）

　１２月９日に第３回議場コンサートを
開催しました。
　今回は、市内で活躍する「箕曲コー
ラス La.pesca（ラ・ペスカ）」さんに
出演いただきました。「翼をください」「い
のちの歌」「365 日の紙飛行機」など、
広く親しまれている歌を中心に披露さ
れ、議場はやさしい歌声で温かい空気に包まれました。議場には約 80 人
の皆さんにお越しいただき、コンサート終了後もたくさんの人に引き続き一
般質問を傍聴していただきました。

聴覚に障害のある人も手話通訳などを
介して本会議を傍聴していただけます。
手話通訳をご希望の場合７日前までに、
磁気誘導ループ装置の利用をご希望の場合
3 日前までに議会事務局にご相談ください。

 市議会の情報はホームページやフェイスブックでも
市議会 HP アドレス　  http://www.city.nabari.lg.jp/110/index.html
また、フェイスブックページでは名張市議会に関する情報を随時掲載しています。
フェイスブックアドレス　 https://www.facebook.com/nabarishigikai

■ 第 3 回議場コンサートも大盛況

■ 第 4 回議場コンサート開催のお知らせ
　次回、第４回議場コンサートは、ハーモニカ奏者の後藤 誠司さんの出演
を予定しています。
日時　３月３日金　午前９時１０分～４０分（午前９時開場）
場所　名張市議会議場３階傍聴席　　◎入場無料。申込不要
※曲目など詳細につきましては、市ホームページや市議会フェイスブックに
てお知らせします。

　三重県菓子工業組合名張支部か
ら提出された「お菓子の日」条例
制定に関する要望書を受け、女性
議員全員で「食べてだあこ」名張
のお菓子でおもてなし条例案を提
出し、12月議会において全会一
致で制定しました。
　昨年3月議会では、議員提案により、「名張市ものづくり基本条
例」を制定し、ものづくりの技と心を受け継ぎその産業を発展させて
いく取組みがなされています。お菓子条例はこの取組みに加え、お菓
子によるおもてなしの心を伝えるとともに、名張のお菓子を市内外に
広めることを目的としています。
　※食べてだあこ…方言で「食べてください」の意味

■ 「食べてだあこ」名張のお菓子でおもてなし
　条例を制定

全会一致
議案
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「
新
し
い
環
境
で
ど
う
や
っ
た
ら
う
ま

く
人
間
関
係
を
作
れ
る
や
ろ
？
」

　

最
近
転
職
し
た
学
生
時
代
の
友
人
か

ら
こ
の
よ
う
な
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

 

「
え
っ
、
人
間
関
係
っ
て
…
」
こ
れ
ま

で
自
分
自
身
あ
ま
り
深
く
考
え
た
こ
と

の
な
い
内
容
だ
っ
た
の
で
、
戸
惑
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
し
い
職
場
に
な
か
な
か

溶
け
込
め
ず
悩
ん
で
い
る
彼
が
目
の
前

に
い
る
の
で
す
。

「
何
か
言
葉
を
掛
け
な

け
れ
ば
…
」

　

私
の
口
か
ら
出
た

の
は
、「
ま
ぁ
、
と
り

あ
え
ず
い
ろ
い
ろ
人

に
自
分
か
ら
話
し
か

け
て
み
た
ら
？
い
つ

で
も
相
談
に
の
る
か

ら
一
人
で
考
え
込
ま

ん
と
き
や
」
で
し
た
。

「
あ
り
が
と
う
、
そ
や

な
、
や
っ
て
み
る
か
」

彼
は
つ
ぶ
や
く
よ
う

に
言
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
内
心
ホ
ッ
と
し
な
が
ら
も
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
人
の
話
を
聞
く
こ
と
が
あ

ま
り
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
話
が
込

み
入
ら
な
い
よ
う
に
話
を
そ
ら
し
た
り
、

そ
も
そ
も
話
の
輪
に
入
ら
な
か
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
私
が
「
自
分
か
ら
話
し
掛
け

て
み
た
ら
」
な
ん
て
、
考
え
て
み
れ
ば

無
責
任
な
こ
と
を
言
っ
た
も
の
で
す
。

　

人
は
そ
れ
ぞ
れ
育
っ
て
き
た
環
境
が

異
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
異
な
っ
た
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境
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背
景
に
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格
や
価
値
観
が
形
成
さ

れ
る
と
い
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部
分
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

当
然
、
得
手
不
得
手
も
あ
り
ま
す
。
自

分
の
意
思
を
伝
え
る
の
が
苦
手
な
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

き
っ
か
け
と
し
て
、
一
人
一
人
「
あ
い

さ
つ
」
を
す
る
こ
と
を
実
行
し
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
朝
、
出
会
っ
た

人
か
ら
「
お
は
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
を

さ
れ
て
気
分
を
悪
く
す
る
人
は
、
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
い
さ
つ
は

「
心
の
ド
ア
を
ノ

ッ
ク
す
る
」
こ
と

で
あ
り
、
良
好
な

人
間
関
係
へ
の
ス

タ
ー
ト
だ
と
思
い

ま
す
。
あ
い
さ
つ

を
き
っ
か
け
に
言

葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
＝
会
話
が
生

ま
れ
ま
す
。

　

会
話
を
繰
り
返

す
中
で
、
お
互
い
の
知
ら
な
か
っ
た
一
面

を
発
見
し
あ
っ
た
り
、
お
互
い
の
考
え
や

価
値
観
を
理
解
し
あ
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
良
好
な
人
間
関
係
が
で
き
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
あ
い
さ
つ
が
行
き
交
う

こ
と
で
、
大
き
な
仲
間
の
輪
が
で
き
、

お
互
い
に
支
え
合
い
、
悩
み
な
ど
も
相

談
し
合
え
る
人
間
関
係
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。

　
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち

に
も
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ひまわり

～人権尊重をくらしのなかに～

No. 442

ご意見は人権・男女共同参画推進室（ 63‐7909）へ

「
あ
い
さ
つ
か
ら
始
め
よ
う
」

1歳6か月児健診

3月7日火・8日水

2月7日火・14日火

3歳6か月児健診

3月14日火・28日火

2月21日火・28日火

生後5か月～8か月ごろの離乳食教室
　2月1日水 午後2時～3時30分　※要予約
★ 乳幼児健康相談（同日 午前9時30分～11時受付）

 健康・子育て支援室   63‐6970

保　  健センター（朝日町）での　
 親子すくすく行事

● 27年7月生

● 27年8月生

● 25年8月生

● 25年9月生

開館時間　午前9時 
 30分～午後5時

※日・月曜日、祝日は休館
▼はじめて広場
　2月10日金 午前10時30分
～「かがやき」を利用した
ことがない人は、気軽にご
参加ください。
▼親子で遊ぼう　※いずれも参加無料。
　2月1日水「企画ママ・パパによるバル
　　ーン雪だるまを作ろう♪」※先着40人
　2月15日水「3B体操」※先着30組
　2月18日土「ラ・ペスカによるコンサート」
 ◎時刻は午前10時45分～11時30分
 こども支援センターかがやき

　　（桔梗が丘西 3）　 67‐0250

こども支援センター かがやき催物

井
いのうえ

上 紗
さ　ら

良ちゃん
（栄町在住）

かがやき
   大好き！

助産師による母乳・育児相談
助産師による予約制の個別相談　※要予約
　2月10日金・24日金 午前10時～
　2月3日金・17日金 午後1時30分～
◎希望の人は、健康・子育て支援室
（  63‐6970）までお問い合わせください。

ウインター献血キャンペーン
 医療福祉総務室    63‐3913

日時　2月15日水 午前10時～正午
　　　　　　　　 午後1時30分～4時
場所　イオン名張店（元町）
内容　一般献血（400ミリリットル）
持ち物　本人確認できるもの（運転免許証
や健康保険証）　

◎骨髄バンクへの登録受付も行います。

「災害時要援護者支援制度」
  積極的な登録をお願いします

金銭トラブルは「少額訴訟」で
スピード解決！

　簡易裁判所の民事訴訟の中でも「少額訴訟」は
少額（60万円以下）な金銭トラブル（敷金の返還、
ネットオークションの代金請求など）を迅速に解
決することを目的とした特別な手続きです。
少額訴訟の利点　▼ 原則1回の審理でトラブル
を解決　▼ 備え付けの定型用紙で申し立ても
簡単　▼トラブルの内容や相手に応じた柔軟
な解決ができる！

 津地方裁判所総務課   059‐226‐4172

市民公開講座 ～心臓病・消化
器がんから守る～ 参加者募集

日時　2月26日日 午後1時～4時15分
場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
① 心臓マッサージ講習会　午後1時～2時
　 参加者全員が同時に人形で実習します。
定員　50～60人　※先着順。小学生以上対象
②  講演会　午後2時～
演題／講師
▼ 増加している大腸がん／杉本 和史さん
　（三重大学医学部附属病院 中央検査部）
▼ 難治がん膵がんへの挑戦／伊佐地 秀司さん
　（三重大学医学部附属病院 肝胆膵・移植外科）
▼ 突然襲う心臓発作／藤井 英太郎さん
　（三重大学医学部附属病院 循環器内科）
定員　200人　※先着順
申込　2月20日月までに、郵便番号、住所、氏
名（ふりがな）、電話番号、年齢、参加人
数、参加希望の内容（①と②いずれか、も
しくは全て）を記入し、「NPO法人みえ循
環器・腎疾患ネットワーク 市民公開講座係
（〒514‐8507 三重県津市江戸橋2‐174 
三重大学大学院 循環器・腎臓内科学内）ま
で、はがきまたは、ファクス（059‐231‐
5201）で申込
 健康・子育て支援室　  63‐6970

　市では、災害時に自力避難が困難と思われ
る人について、本人の同意を得た上で、災害
時要援護者として登録（名簿の作成）を行っ
ています。名簿は地域づくり組織に提供し、
災害時の安否確認や避難誘導の助け合いなど
の支援体制の整備に活用いただきます。
　積極的な登録をお願いします。
対象　▼ 身体障害者手帳（肢体1・2級、視覚1・
2級、聴覚2級）をお持ちの人

　▼ 精神障害者保健福祉手帳（1級）をお持ちの人
　▼ 知的障害者で療育手帳Ａをお持ちの人
　▼ 介護保険要介護3～5の認定を受けている人
　▼ 70歳以上の高齢者のみの世帯の人
　ただし、長期入所・入院している人を除く
◎上記対象者以外で、災害時に支援が必要と
思われる人も登録できます。お問い合わせ
ください。

登録方法　対象者には、2月に災害時要援護者登
録申請書（兼個人情報提供の同意書）を送付
しますので、これを市へ提出してください。

　※登録申請書は、今年新たに対象となった人
と昨年までに登録の意思表示をしていない人
へ送付します。一度登録されますと、名張市
民である限り有効です。

 医療福祉総務室　  63‐7579
　  危機管理室　  　  63‐7271

12‐2号掲載「なばりのできごと2016」について  ▼今年もいろいろありました。来年も、みんなが、それぞれのできる力で名張市を支えたいものです。
　▼名張市がいろいろな方面で改革されていることを改めて感じました。広報を読むことで、関心を持っていなかった分野にも興味が湧きました。

読者の声
広報メールサポーターから…

お
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り
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伊賀地域二次救急実施病院

2月  医療福祉総務室
　　 63‐7579

◎受け入れ対象は、重症患者です。実施日以外は救急
受け入れを行いません。

◎重症患者が重なるときは、受け入れできない場合
があります。

◎名張市立病院小児科では、24時間 365日小児二次
救急の対応をしています。受入対象は重症患者です。

　けがおよび交通事故などの外科系疾患は除きます。
◎かかりつけ医へ早めの受診を心掛けましょう。

☆三重県救急医療情報センターコールセンター（ 64‐
1199）…24時間体制で受診可能な医療機関を紹介

◆平日…午後 5時～翌日午前 8時 45分
◆土・日曜日、祝日…午前 8時 45分～
翌日午前 8時 45分
※ただし、岡波総合病院は、月曜日…午
後5時～翌日午前9時／第2・4日曜日、
祝日…午前 9時～翌日午前 8時 45分
◆平日昼間午前8時45分～午後5時は、
名張市立病院で二次救急を実施

☆みえ子ども医療ダイヤル（ ＃
シャープ

8000）…子どもの急病
やケガの無料相談（毎日午後7時30分～翌日午前8時）

1 2
名

日 月 火 水 木 金 土

7 8 9 10 11
名

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24
岡

26 27

名

25

上
6

名

岡

岡名
5

4

岡 名/岡 上上 名

名/岡 上岡名 名 上

岡

名

名名/岡 上

3
上名/岡

28
上

◆救急車での搬送以外は必ず事前にご連絡ください。
名…名張市立病院（ 61‐1100）
上…上野総合市民病院（ 24‐1111）
岡…岡波総合病院（ 21‐3135）

実施時間帯

小学生女子
（1.28km）
小学生男子
（1.85km）
中学生女子
（3.83km）
中学生男子
（5.58km）
40歳以上男子
（4.60km）
ジュニア男子
（6.36km）
一般女子
（2.89km）
20歳以上女子
（3.43km）
ジュニア女子
（5.45km）
20歳以上男子
（6.425km）

下
しもか り や

仮屋 有
あ り さ

咲（百合が丘小）

藤
ふじもり

森 章
あきひろ

弘（美旗小）

宮
みやもと

本 美
み さ き

紗樹（赤目中）

佐
さ と う

藤 龍
りゅうのすけ

之介（南中）

春
か す が

日 孝
た か お

男（伊賀つばさ学園）

川
か わ せ

瀬 翔
しょうや

矢（近大高専）

小
こ で ら

寺 まり（伊賀白鳳高校）

岡
お か だ

田 須
す み え

美枝（名張中）

森
も り た

田 璃
り ね

音（伊賀白鳳高校）

辻
つ じ の

野 恭
きょうや

哉（日体大）

区間

堀
ほりうち

内 凜
りん

（錦生赤目小）

秋
あきやま

山 稟
り お

央（百合が丘小）

中
なかにし

西 優
ゆ い

依（赤目中）

樋
ひ ぐ ち

口 颯
そうだい

大（名張中）

本
ほ ん だ

田 真
まさみち

理

藤
ふ じ お

尾 壮
しょうき

紀（伊賀白鳳高校）

濱
は ま だ

田 紗
さ え

依（北中）

松
まついけ

生 美
み き

樹（伊賀白鳳高校）

牧
まきむら

村 菜
な な か

々花（名張桔梗丘高校）

藤
ふじおか

岡 勇
ゆ う き

樹（駿河台大）

区分（距離） 選手氏名（学校名・勤務先）

  1 区

  2 区

  3 区

  4 区

  5 区

  6 区

  7 区

  8 区

  9 区

10区

名張市代表チーム選手一覧
　過去 1年間の長距離種目の記録や選考レースの結果から、名張市陸
上競技協会が各区間 2選手を選考しました。

第10回美
うま

し国三重市町対抗駅伝
名張市代表チームにご声援を！

県内29市町対抗で行われる「第10回美
うま

し国三重市町対抗駅伝」の名張市代表チー
ムが決定し、始動しています。市民の皆さん、
応援をよろしくお願いします。
　「美し国三重市町対抗駅伝」は、県庁から
三重交通Gスポーツの杜伊勢（県営総合競
技場）までの10区間41.695kmで行われ、
県内各市町から選抜された小学生から成人ま
での男女でタスキをつなぎます。

開催日　2 月 19日日 午前 8時 45分スタート
 市民スポーツ室　  63‐7100

◎レースの模様は、三重テレビで放送されます。
 放送日時　2 月 19日日 ▼生中継　　午前 8時 15分～ 11時 30分
   　　　　　　　　　　▼録画放送　午後 8時～ 10時 45分 
◎現地で応援される皆さんへ
　当日は交通規制が行われるなど、特に伊勢市内は混雑が予想されま
す。公共交通機関をご利用ください。
　詳しくは、市民スポーツ室（  63‐7100）へお問い合わせください。

第 68回みえ県展の作品を募集  
移動展を 6月に名張で開催

出品できる人　三重県在住・在勤・在学・出身で平成14年4月1日以前
に出生されている人

出品できる作品　日本画、洋画、彫刻、工芸、写真、書の各部門１点
作品搬入日　4月16日日、18日火　※手数料3,000円要事前振込
公開審査日　4月20日木　開催期間　5月20日土～6月4日日※月曜休館
開催場所　県総合文化センター（津市）
※応募方法など、詳しくは文化生涯学習室に設置してある「作品募集
チラシ」「出品申込書」をご覧ください。

■ 名張で移動展の開催
日程　6月10日土～14日水　 場所　武道交流館いきいき（蔵持町里）
内容　県展入賞作品および名張市・伊賀市の入選作品の展示
 三重県文化会館　  059‐233‐1100

2月 7日、8日は八日戎
はまぐり入りかす汁や甘酒の振る舞いがあります

　八日戎では、海の幸と山の幸の交換市が起源と
されるはまぐりの販売、七福神の舞、福娘による
商売繁盛の縁起物「吉

けっきょ

兆」の授与などが行われます。

■ はまぐりやかす汁の振る舞い　
日時　2月 7日火 午後2時～　場所　蛭子神社前（鍛冶町）
内容　はまぐり入りかす汁の振る舞い ※なくなり次第終了
※蛭子神社周辺では交通規制が行われますので、公共交通機関をご利用ください。
 （一社）名張市観光協会 　  63‐9087

■ やなせ宿での催し　　　
日時　2月7日火・8日水 両日とも午前11時～午後3時
内容　▼甘酒の振る舞い（両日とも先着100人）　▼ぜんざい 200円　▼おでん
（3個）200円　▼伊賀牛やなせうどん 500円　▼伊賀米おにぎり200円　
▼やなせ新鮮野菜市　▼平成の民家建築展　▼MOM’sマーケット　など
 旧細川邸やなせ宿 　  62‐7760

（名張消防署　
 桔梗が丘分署）
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 婚約・結納フェア開催中

小島結納品店
ふくさ　ふろしき　祝儀盆　宮参り用品　掛軸　進物線香

名張市丸之内 96-1　総合福祉センターふれあい東すぐ
Tel：0595‐63‐0919

定休日：木曜日
疑問・お悩みはお気軽に

おかげさまで創業 60周年　感謝還暦
いまどきの

名張市丸之内 96-1　総合福祉センターふれあい東すぐ

略式セットも人気です（13,500 円～）
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●

●
三重交通Gスポーツの杜伊勢
　　（伊勢市）

　県庁
（津市）


